
※ポナは原則 中学生・高校生対象の放課後等デイサービスです。小学生はポラーノ広場を利用します。 

事業所名 【ポラーノ広場】                  支援プログラム                       作成日 202６年 ３月３日 

法人理念 

・弱さを絆に 

・当事者主体のスロライフ（自立生活）の実現を 

・地域社会とのコラボレーション、協働化を 

支援方針 

・ポラーノ広場では子どもたち一人ひとりが、地域のなかで、いきいきと、自分らしく暮らしていけることをめざして、居場所づく

り、地域の中でともに育つ支援、家族支援を行います。 

・「好きなこと、楽しいことが、子どもを育てる」をモットーに、わくわくする環境づくり、遊びを中心としたグループ療育を行いま

す。 

・子どもたちの困り感、つまずきの背景にあることを想像し、子どもに寄り添った支援をします。 

営業時間 
放課後     15：00～18：00 

学校休業日  10：00～16：00 
送迎エリア 安浦、川尻、安芸津、黒瀬 

 支 援 内 容 

本
人
支
援 

健康・生活 

日常の生活で、自分の体調について意識づけをし、健康な体を育て、安全な生活が送れるように支援します。 

・視診、触診、検温での健康状態の把握 

・歌にあわせて手洗い、消毒 

・体調にあわせた衣服の調整 

・クッキング、箸やスプーンをつかったおやつの提供 

・ダンス、ラジオ体操 

・排泄の対応 

・スケジュールの提示 

運動・感覚 

身体を使ったあそびや、感覚あそびなど、楽しみながら満足できる喜びや経験を積み重ねます。 

・クライミングボード、バランスストーン、足形マットあそび 

・音楽あそび、絵描き歌、リズムあそび、音楽あそび（楽器、うたなど） 

・感覚あそび（スライム、小麦粉粘土、砂あそびなど） 

・季節あそび（水あそびなど） 

・運動領域に働きかけるあそび（風船バレー、風船ドッチ、なわとび、グラウンドゴルフやウォーキング、バドミントン、卓球など） 

認知・行動 

考える力や気持ちの切り替え、行動をコントロールする力を育て、できたというという喜びや経験を積み重ねます。 

・ごっこあそび（家族、お店、警察、動物、学校あそびなど） 

・工作（塗り絵、折紙、アイロンビーズ、プラバン、手芸など） 

・ゲーム（トランプ、カード、パズル、すごろくなど） 

言語 

コミュニケーシ

ョン 

話す・聞く・伝える力を育て、相手と気持ちを通わせる喜びや経験を積み重ねます。 

・読み聞かせ、絵本タイム 

・集団あそび 

・言葉あそび（なぞなぞやしりとり、〇×クイズ、おしゃべりカードなど） 

人間関係 

社会性 

人との関りを楽しむコミュニケーションの広がりを支援しながら、本人が楽しめることをいっしょに探します。 

・集団あそび（鬼ごっこ、かくれんぼ、だるまさんがころんだ、ハンカチ落とし、協力ゲームなど） 

・買い物体験（地域の駄菓子屋など） 

・地域の公園あそび（安浦 3 号公園や安登公園など）や、公園ごみ清掃 

・地域のまちづくりセンター（体育館あそび、図書館利用など） 

家族支援 
・年 2 回 自宅へモニタリング 

・ニーズに応じた茶話会・学習会 
移行支援 

・学校関係機関との連携 

・サービス担当者会議への出席 

地域支援・地域連携 

・年 2 回の避難訓練 

・地域に開放した「あそび場」開催 

第１土曜日（1 月、5 月、8 月以外） 職員の質の向上 

・月に 1 回の法人の研修 

・事業所内研修 

・リーダー研修、新任者研修 

・外部研修、虐待研修 

・定期的なコンサルテーション実施 

主な行事等 

子ども家庭支援センターで、ポナ（中高生）との交流を設けている 

・ポナ交流会：夏まつり、ハロウィンパーティー、芋ほり、音楽鑑賞会など 

・ポラーノ家族行事（カレーパーティー）など 


